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明治維新直後の首都東京では、 西洋の技術や制度による事業が次々と着手され、 新政府によ

る近代化の 「実験場」の様相を呈したことはよく言われるところである。 都市計画においては

銀座に西洋の街並みを模した煉瓦街を出現させたり、 産業の面では化学技術を西洋から輸入し

て官営工場か建設され、 また幕府と諸大名の屋敷跡は陸海軍の用地となって西洋式の軍事訓練

が行われ、 学校では西洋の教科書を日本語に直した翻訳教科書で初等教育が行われるといった

＊ 元当館学芸員 現成城大学非常勤講師
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ようなことが例としてあげられよう。

美術においても、 内国勧業博覧会や各種の共進会が催され、 美術学校や博物館、 美術工芸品

を製造する模範工場などが東京につくられ、 国家の政策にそって日本の近代美術が形づくられ

ていった。 近代日本の美術政策は、 まず欧米への輸出品として美術工芸を振興させることから

始まった。 欧米における日本趣味の流行により、 美術工芸は一躍重要な輸出品目となり、 有望

な産業として注目された。 政府はヨ ー ロッパ各国が国策として行った美術勧奨を学び、 特にイ

ギリスなどで盛んだった応用美術（applied art)の理論を導入して、 日本の美術工芸の工業化

と造形の改良を図った。 政府による 「実験」 の多くと同じように、 この明治前期の美術政策は

美術工芸の近代化を大きく前進させたが、 一方ではさまざまな問題を残すことになった。

良質な陶土を産出しない東京で、 「 東京絵付」と呼ばれる陶磁器の絵付けのみを行う産業が盛

んになったのは、 開港場の横浜に近いだけでな〈、 政府の 「実験場」 である首都だったからに

ほかならない。 「 東京絵付」を代表する器体に極めて絵画的な装飾を施した作品は、 当時の美術

政策、 つまり美術（絵画）を工業製品に応用するという応用美術の考え方による政策を、 かな

9 ' 忠実に具現化したものであった。

本論の目的は、 明治のはじめに東京でおこった陶画産業と当時の応用美術政策を通して、 日

本の近代美術か有する問題の起源を解明することにある。

1. 東京絵付の系譜

東京はもともと良質の陶土が採れず、 陶磁器産業に適した土地ではなかった。 藩邸内のお庭

焼を除いては、 隅田川沿いの今戸などで瓦や土器が焼かれている程度であった。 江戸期の陶器

絵付としては、 嘉永年間（1848~54)に猪口や湯呑などの小品に江戸名所を絵付けした土産物

が焼かれており、 高橋松月という猪口絵師が著名であった。 また安政年間(1854~60)には、

藤村与兵衛（旭山）が本郷春木町で薪を燃料とする大型の錦窯を築き、 大物の絵付けに成功し
1) 

たといわれている。

明治期、 この東京に陶磁器産業が、 特に産地から取り寄せた素地に絵付けだけを施す陶画産

業が興り、 有望な産業となった。 神戸や横浜でも開港場としての地の利を生かし、 輸出向けの

陶磁器の絵付け工場ができたが、 物と情報の中心である首都東京にも陶画産業が興ったのであ

る。 これがいわゆる 「 東京絵付」である。 「 東京絵付」というブランドは明治末期まで保ち続け

られたが、 これは単に輸出だけを目的とした陶磁器とは異なる品質を、 「 東京絵付」か持ってい

たからであろう。 この章では、 「 東京絵付」の系譜をふりかえりながら、 東京の陶画産業の特徴

を考える。
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(1) 東京薩摩

明治25年 （1892)樋ロ 一葉が雑誌 『都の花』 に掲載し、 初めて原稿料を手にした小説『うも

れ木』は、 芝高輪の如来寺前に住む薩摩焼の陶画工を描いた、 いわゆる芸道小説である。 芸道

に強い誇りを持つ主人公の入江籟三に、 一葉の小説家としての決意が投影され、 「作品としては

不透明な曖昧さを免れないながらも、 一種独特の気塊をみなぎらせ」 ている。

『うもれ木』は一葉の初期作品として重要であるだけでなく、 当時の陶画工の様子をうかが

い知るのに貴重な資料となっている。 一葉は実際に陶画工だった次兄の虎之助に取材し、 この

小説を書いたといわれる。 虎之助は号を奇山といい、 東京薩摩の代表的な職工の成瀬誠志の門

人であった。 虎之助の作品は、 台東区立ー葉記念館に数点が所蔵されている。
ひび

明治維新前後から、 薩摩焼、 中でも白陶土に縛釉を施し、 金銀五彩で上絵付けした薩摩錦手

が欧米向け輸出品として需要が高まると、 白陶の無地を取り寄せて絵付けのみを行う業者が急

増した。 同じ頃に京都粟田で焼かれた薩摩風陶器を 「京都薩摩」 、 瀬戸のものを 「瀬戸薩摩」 と

いうように、 「東京薩摩」 と呼ばれている。

東京薩摩の中心だったのが竹本隼太と成瀬誠志である。 竹本隼太は旗本の家に生まれたが、

維新後に小石川高田豊川町に窯を築き、 薩摩風の陶器を焼いた。 のちに西洋の製陶法を学んで

転向を図り、 石膏型や西洋式円窯を導入したり、 砥破釉薬・紫薇釉などの独自の釉薬を開発し

た。 竹本の薩摩焼の作品としては、 明治10年（187 7)の第1回内国勧業博覧会で 「陶香炉」が

花紋賞牌を受賞している。 一方、 成瀬誠志は一 貫して薩摩風の彩画陶器を焼き続けた。 成瀬は

美濃の出身で、 同 3 年 （1870)に東京へ出て、 当初は箱崎の土佐守邸内で作陶し、 翌年には芝

増上寺山内に築窯して独立した。 第1回内国勧業博覧会で 「 螢陶大香炉及大花瓶」 が鳳紋賞牌

を、 明治 14年 （1881)第2回内国勧業博覧会では 「陶器」 が褒状を受賞している。

東京薩摩は当初は本来の産地の薩摩から生地を取り寄せていたが、 次第に京都や瀬戸のもの

を使用するようになり、 流行か下降するにつれて生産が減っていった。 しかし陶磁器の製造過

程のなかから装飾の段階のみを独立させた陶画産業が拡大し、 東京の重要な産業に成長したの

は、 この明治 初年の東京薩摩が契機となったといえよう。

(2) ウィ ー ン万国博覧会事務局附属磁器製造所

東京の陶画産業がさらに発展したのは、 明治6年(1873)のウィ ー ン万国博覧会のために政

府が特設した博覧会事務局附属磁器製造所に陶画工が集められ、 本格的な陶画製作が行われた

ことによる。 ウィ ー ン万国博覧会は明治新政府として初めて参加した万国博覧会で、 国際社会

ヘ効果的なデビュ ーを果たすために周到な準備が行われた。 万博への出品物を採集するにあた

り、 政府は次のような布達を各府県へ送った。

御目二於テ従前器械ノ発明ナシト雖モ人工自ラ精妙特詣ノ処ナシト云フベカラズ殊二生糸、

蚕貌紙、 茶、 紙、 陶器、 漆器等ノ製造二至リテハ曽テ賞誉ノ名アリ此上益々精良二遡ラバ
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東洋第一 ノ物産トナリ宇内各国トモ之ヲ求需シテ日用ノ要品トスルニ至ラバ国ノ栄誉ヲ馳
8) 

セ繁昌ヲ享クベキハ言ヲ侯ダザルベシ

未だ産業化の途上にあった日本が、 産業の祭典ともいうべき万国博覧会において、 自国を最も

アピ ー ルできる出品物として選択したのは、 西洋からすでに高い評価を得ていた伝統的な手エ

芸品であった。

政府は出品物を生産地や問屋、 あるいは職工に注文してつくらせたか、 陶磁器については自

らも製造所を設立して製作にあたった。 この博覧会事務局附属磁器製造所は明治5年(1872)

10月、 浅草区芝崎町4番地の安称院境内（日輪寺門前、 現在の台東 区西浅草3丁目 3番のあた

り）に設けられ、 有田や名古屋で陶画を指導した経験をもつ服部杏圃を製造教師に、 杏圃の弟

子や各地の陶画工を雇い入れた。 はじめは十余名、 最終的には42名の陶画工が雇われたが、 杏

圃以外に氏名が判明している者は、 菅東圃 ・ 岸雪圃•島内真山・小花和一楽 ・ 平林東丘 ・ 曽我

徳丸 ・ 不破素堂•松本芳延・泉音三郎である。 また、 もともと東京の陶画工だった者には、 不
ゅ

破 ・ 泉•松本 ・ 小花がいる。 杏圃はここを 「 東京錦窯」 と名付けたといっ。

さて、 製造所でつくられた作品はどのようなものだったであろうか。 東京国立博物館が所蔵
11) 

するウィ ーン万博の出品目録草稿によれば、 以下の作品が製造所から博覧会に出品された。

（作 品） （数量 ・ 寸法） （生地産地 ・ 陶画エ）

花瓶 衣川戦争画 1対 ・ 1尺2寸 尾州瀬戸 ・ 東京素堂画

花瓶 割内雲竜 1対・ 1尺2寸 尾少卜［瀬戸 ・ 東京一楽画

花瓶 丸ノ内鷲 1対 ・ 1尺2寸 肥前有田 ・ 東京素堂画

高猪口 皿付薄手 ・ 七福神 7 肥前有田 ・ 東京周月画

大阪茶碗 土焼·漢人物 1 ・ ロ3寸5分 淡州伊賀野 ・ 東京徳丸画

コ ー ヒイ 碗 台皿附 ・ 萩人物 6 肥少卜［有田 ・ 東京東丘蝶月画

馬上盃 茶摘人物 6 • 4寸5分 肥州有田 ・ 東京東丘画

馬上盃 蝶ノ画 6 • 1寸5分 肥少11有田 ・ 東京那樹画

高猪口 薄手 ・ 雲獣画 12皿13 肥少＇‘|有田 ・ 東京蝶月画

コ ー ヒイ 碗 千羽鶴 7 肥少卜I有田 ・ 東京可月画

石鹸入 桜牡丹画 1 西京粟田 ・ 東京芳延画

目 録草稿の記述から、 製造所は瀬戸 ・ 有田 ・ 淡路島の伊賀野、 そして京都粟田から、 磁器あ

るいは陶器の素地を取り寄せ、 それに絵付けを施していたことが窺える。 これらはすべてウィ

ーンで売却されたと思われ、 現在の所在は不詳である。 輸送する前に出品物を撮った写真＜図

1 >を東京国立博物館が所蔵しており、 製造所の作品も含まれていると思われるが、 目 録の記

述に相当する作品を特定するのは難しい。

ただ、 製造の指揮にあたった服部杏圃が有田で教授したのが 「写生画ノ真着色ヲ主トシ淡彩
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図1 ウィ ー ン万国博覧会に出品された陶磁器 r澳国維府博覧会出品撮影」 東京国立博物館所蔵

12) 

水墨トモニ絹梧二描ケルニ異ナラザルヲ期シ」た陶画だった ことから、 製造所の作品も極めて

絵画的な装飾が施されていたと考えられる。 また勧業寮の官吏で製造所の庶務会計担当だった

河原徳立が、 製造所設立の理由を「旧来ノ模様風ヲ改メ絵画同様ニナスヲ得バ輸出ノ途ヲ開キ
13) 

国益トナルコト疑ナケレバ」と記述している ことからも、 製造所は当初から絵画的な陶画を目

指していた ことがわかる。 このような製造所の陶画作品は、 ウィ ー ン万国博覧会において高く
14) 

評価され、 勧業寮に対して有功賞牌が授与された。

(3) 瓢池園

ウィ ー ン万国博覧会への出品という使命を終えた博覧会事務局附属磁器製造所は、 明治6年

(1873) 7月に閉鎖される ことが決定した。 河原徳立は官立の模範工場として存続するよう上

申したが聞き入れられず、陶画工を連れて自ら工場を設立する ことになった。河原は資金300 円

をもって、 深川区東森下町37番地 （現在の江東区森下3丁目5番）に建物27坪、 窯場5坪、 径

3尺と2尺の錦窯を有する工場を建て、 実父の別号をとって瓢池園と名付けた。 河原は依然と

して官職にあったので、 実弟の渡辺吉弥を代表にし、 陶画工には島内真山・小花和一楽・曽我
15) 

徳丸の外2名を製造所から呼び寄せた。 こののち、 瓢池園は 「東京絵付」の中心的な工場に発

展していった。

またウィ ー ン万博の際に、 工芸品の製造・輸出をする起立工商会杜が、 政府の補助を受けて

設立されたが、 当面の目的であるイギリスのアレキサンドル ・ パー ク杜からの注文品を製造す

るため、 起立工商会社は浅草にあった幕府米倉の跡に窯場を設け、 服部杏圃を中心とする博覧
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16) 

会事務局附属磁器製造所の陶画工たちを雇い入れた。 したがって、 製造所の陶画工は瓢池園と

起立工商会社の双方に引き継がれることとなり、 同 9 年(1876)のフィ ラデルフィ ア万国博覧
17) 

会には、 それぞれ 「東京画付」 と銘打った陶画作品を出品している。 ただ、 起立工商会社の絵
18) 

付工場は長くは続かず、 この年のうちに閉鎖されたと思われる。 こ こに至り、 製造所の方針を

受け継ぐ絵付工場は瓢池園だけとなった。 農商務省が編んだ 『府県陶器沿革陶工伝統誌』は、

ウィ ー ン万博事務局附属磁器製造所から始まった 「東京絵付」の正統を、 このように瓢池園に

求めている。

爾後此画法次第二延蔓シ東京横浜間之二拠テ営業スルエ商輩出スルニ至リ尋テ他ノ府県下

ニモ波及スト雖トモ其本宗タルハ即旧博覧会事務局ニシテ善 ク之ヲ継 クモノハ瓢池園ニア
19) 

ラスシテ誰ソヤ

明治12年(1879)、 河原徳立は官を辞し、 民間人として瓢池園の経営に専念する ことになっ

た。 翌13年深川区富川町に移転して工場の規模を拡大し、 さらに同20年(1887) 3月には本所

区林町 2 丁目23番地に、 同28年（1895)5月には深川区東元町14番地に移り、 工場134坪、 窯 7
20) 

基を有し、 画工91名・雑エ 8 名をかかえる大規模な工場となった。

しかし同31 、 2 年頃、 絵付工場の一部 （海外輸出部）が、 取引の多かった森村組の名古屋に
21) 

所有する土地へ移り、 さらに同34年(1901) 3月にはすべての施設が東京を離れた。 河原徳立

は経営を長男の河原太郎に譲り、 彼自身は翌35年京都へ移った。 同37年のセ ント）レイス万博に
22) 

は、 住所が愛知に変わったものの、 瓢池園として出品しており、 少なくとも このときまでは瓢

池園が存続していた ことが確認できる。 森村組の記録では、 同42年(1909)森村組構内の河原

工場は錦窯組に統合され、 大正元年 （1912)には日本陶器合名会社（現在のノリタケカ ンパニ
23) 

ー）に吸収された。

瓢池園は積極的に内外の博覧会へ出品したが、 く表1 >は内国勧業博覧会と主な万国博覧会

へ出品した作品及び受賞の一覧である。 このうちの第1回内国勧業博覧会への出品作品に見ら

れるように、 瓢池園は、 瀬戸や有田、 京都などの産地から取り寄せた素地に絵付けのみを施す

絵付工場であった。 『東京商工博覧絵 第 二編』（明治17年）に掲載された広告＜図2 >は、 そ

の一端を物語っている。 河原が 「専ラ美術的精品ヲ造リ絵画卜違ハザルヲ勉メ大二声価ヲ博シ
24) 

世二所謂瓢池園風ノ淵源ヲナセリ」というように、 瓢池園は絵画的な装飾を究極の目標とし、

それが瓢池園の作風を特徴づけることになったのである。

所在が確認できる作品は少ないが、 東京国立博物館所蔵の「 墨絵山水図額」 ＜図3 >はまさに

陶磁器の技法による絵画というべきもので、 瓢池園の作風を象徴する作品である。 また、 第 2

回内国勧業博覧会に出品した遊魚図花瓶一対が、 写真資料で確認できる＜図4 >。 これと類似

した図柄の花瓶が現存しているが、 磁土に上絵付けで 円山四条派を思わせる写実的な日本画が

施されている＜図5 >。

く表2 >は各博覧会の出品目録や受賞目録に登場する瓢池園の陶画工で、 瓢池園と係わった
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表 1 瓢池園 の博覧会 出 品 ・ 受賞作品

1 内 国勧業博究会
出 品 一 覧

第 1 回 内 国勧業博覧会 出 品 者 深 川 森下町 瓢地 園 惣代渡辺吉 弥
花瓶 白磁、 扇地紙本朝 人物及略伝焼付朗金銀桐折枝入 磁／／肥前 国松浦郡有 田 香蘭社 画／ 島 内 真 山
花瓶 瑠璃磁、 風雨竹画 磁／尾張国春 日 井郡瀬戸 村 ） 1 1 本桝吉 画／佐竹千畝
花瓶 陶 、 紅葉 ・ 鹿 ノ 画 陶 ／ 京都府下 白 川 稔帯 山 与兵衛 画／ 島 内 真 山
画 額 白磁、 水墨鯉 ノ 図 磁／川 本桝吉 画／不破素堂
空→ 白磁、 花丼画 磁／武蔵国横浜西太 田 村真葛 香 山 画／渡辺瓢宇
珈琲具 花鳥 ノ 画 磁／香蘭社 画／佐竹千畝
珈琲具 古代摸様
煎茶器 よ塁運

ノ 図 磁／西京清水幹山伝七 画／小磯鈴女
置物 、 岩 二 蟹 ノ 捻物 島 内真 山
皿 白磁、 緑赤地錦花烏画 磁／幹山伝七 画／小磯鈴女

第 2 回 内 国勧業博覧会 出 品 者 深川 区束森下町 河原徳立
皿 瀬戸磁、 巨勢金岡 始本邦有名 画工四十八名 ノ 摸写 曽 我徳丸外七名

第 3 回 内 国勧業博覧会 出 品 者 本所区林町二丁 目 河原徳立
磁花瓶 ・ 花瓶 ・ 陶磁製紅茶器

第 4 回 内 国勧業博覧会 出 品 者
・

本所区林町二丁 目 河原徳立
陶 器花瓶、 古代摸様 ・ 磁器額、 花烏

受 賞 一 覧

（貸牌） （受貨対象） （受謀者）
第 1 回 内 国勧業博覧会 竜紋貸牌 大小花瓶壺皿画彩 渡辺吉弥

第 2 回 内 国勧業博覧会 有功毀牌 ー等 著彩陶磁器 9.Ill池 園
進歩貸牌三等 陶画 瓢 池 園 出 品画工 曽我徳丸
褒 状 人 民 ノ 部 陶画 瓢 池 園 出 品工人 滝雪峰
褒 状 人 民 ノ 部 隋 画 瓢 池 園 出 品工人 加藤可松斎

第 3 回 内 国勧業博覧会 三等妙技貨 松 二 波 ノ 画紅茶碗 河原徳立

第 4 回 内 国勧業博覧会

2 万 国 博 覧 会
出 品 一 覧

褒状

褒状

フ ィ ラ デル フ ィ ア 万 国 博 覧 会 （ 明 治 9 年）

蜀 紅模様花瓶 河原徳立 出 品 画工 加藤文治

彩磁芦 鶯 図 扁 額 河原徳立

出 品 者 束 牙、 9.Ill池 園 社
錦窯画磁器、 磁器ハ有 田 瀬戸 及太 田 焼 ヲ 用 ウ
花瓶、 錦紋麗画、 簾 内 宮妃 ノ 図
花瓶各種、 二十二対 ． 栽花盆、 二対
珈琲具、 小亀遊戯 ノ 図 、 其外三十九人前 卜 十 四 個
茶具 ・ 丼 ・ 蓋物、 一対 ・ 半皿 、 十二枚 ・ 巻煙筒、 一対半
額、 扇紙形三面、 猿、 舞楽、 曽 我 、 等 ノ 図

明 治 I I 年 パ リ 万 国 博 覧 会 出 品 者 東 界 府下 瓢 池 固
束京絵附陶磁花瓶 ・ 同 額
ラ ン プ台 ・ 壺 ・ 手箱 ・ 蓋物 ・ 皿 ・ 手札皿 ・ 珈琲具 ・ 煎茶具 ・ 水呑 • 水次 ・ 鉢 ． 飾板 ・ 手鉦釦

明治33年バ リ 万 国博覧会 出 品者
・

東京 瓢 池 園 河原徳立
額 ・ 花瓶台付 ・ 香炉 ・ 菓子鉢 · 茶入 ・ 菓子皿 · 珈琲碗 ・ 土瓶等各種

セ ン ト ル イ ス 万 国博覧会 （ 明 治 3 7年） 出 品 者 瓢 池 園 河 原 太郎
花瓶、 カ イ ユ ウ 模様
花瓶、 葡萄
花瓶、 蕗
花瓶、 竜 田
花瓶、 菊
花瓶、 牽牛花

受 賞 一 覧
フ ィ ラ デル フ ィ ア 万 国 博 覧 会 （ 明 治 9 年） 装飾磁器 束 界 瓢 池 園 社

明 治 I I 年 パ リ 万 国 博 覧 会 金牌 東京絵付陶磁器 束京 瓢池園

明 治 2 2 年パ リ 万 国 博 覧 会 金貨 二十部 束京府 瓢池屋l
銅牌 二十類 東京府 都栄喜 （瓢池 園 ）
銅牌 二十類 東京府 曽我徳丸 （瓢池 園 ）

明 治 3 3 年パ リ 万 国 博 覧 会
「 オ ー ル、 コ ン ク ー ル」 （ 審査官 タ ル ヲ 以 テ 審査以外二受貸 ス ル モ ノ ） ーニ部七二類 陶磁器類其他 東京 瓢池園

協賛銀牌 一 二部七二類 陶磁器額 東京 都永暗 （瓢池 園 ）
協賛銅牌 ー ニ部七二類 陶磁器類 東京 山本琴嶺 （瓢池 園 ）
協賛銅牌 ー ニ部七二類 陶磁器類 東京 羽 田 秋香 （瓢池 園 ）

セ ン ト ル イ ス 万 国博覧会 （ 明 治37年 ） 銀貸 工業及工芸 第 四五部 窯業 愛知 瓢池園
銀貨 美術 第一 四 部 美術製作原 品 愛知 河原太郎

※ 典拠 は 論文末に 列 記 し た 。
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図 2 瓢 池 園 の 広 告 r東 京 商工博覧絵 第 二 綱」 明 治 1 7年

図 3 墨絵 山 水 図 額 瓢池園 東京 国 立博物館所蔵
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図 4 花瓶 泉梅逸画 ・ 瓢池園 出 品 r第二回 内 国勧業博覧会写真帖」 明治 1 4年 東京国立博物館所蔵

図5 遊魚図花瓶 瓢池園 個人蔵
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小林 純子

年 を 表 し た も の であ る 。 こ れ ら の 陶 画工は瓢池園 の工場へ通 う 出職 ばか り では な く 、 独立 し て

工房 を 持 っ て い る 居職 も い た と 思 わ れ る 。 ＜ 表 3 > は 同 12年 ( 1879) の 『東京名 エ鑑』 （東京府

勧業課） に 記載 さ れて い る 陶画工た ち の 履歴 であ る 。 こ の ほ と ん ど が複数の納 品先 を 持 っ て お

り 、 表 中 の瓢池 園 の 陶画工 も 例外では な い 。 ま た 、 こ の 『東京名 エ鑑』 に は 、 陶磁器 を 素地か

ら 製作す る 「 陶器工」 の ほ か に 、 「 陶 画エ」 と い う 項 目 が独立 し て た て ら れて お り 、 陶画がひ と

つ の産業 と し て 成 立 し て い た こ と を 示 し て い る 。 瓢池園 に と ど ま ら ず 、 多 く の 陶 画工場が東京

に つ く ら れ、 同20年 ( 1887) に は 1 1 軒 の 陶画工場かあ っ た こ と が、 『東京府統計書』 （ 明 治 21年）

に 記 さ れて い る 。

こ れ ら 東京 の 陶 画業者 に 望 ま れ た の は 、 「東京 ノ 美術家美術工業家ハ他 ノ 地方 ノ エ匠 二 対 シ 之
25) 

レ カ 模範 ト ナ リ 之 レ カ 勧誘者 タ ル ヲ 当 然 ト ス 」 と い っ た 、 全国の産地の規範 と な る こ と であ っ

た 。 特に瓢池 園 は代表者の 河原徳立が官吏出 身 であ り 、 博覧会事務局 附属磁器製造所 と い う 官

立工場の流れ を く む な ど政府 と 深 い 関係 に あ り 、 こ の よ う な政府の求め る 役割 を 積極的 に 担 っ

て い っ た 。 明 治20年代、 本来の 陶磁器産地で学校や研究所が建設 さ れ、 同 業者組合や協会が結

成 さ れ る な ど、 生産の 基盤整備が進み 、 東京の陶画産業は そ の 存在意義 を 次第 に な く し て い っ

た 。 名 古屋の 日 本陶器合名 会社 に 瓢 池 園 が吸収 さ れ た こ と よ っ て 「 東京絵付」 の 歴 史は 幕 を 閉

じ る こ と に な っ た が、 そ れ に 至 る ま で、 瓢池園 は つ ね に 政府の 美術政策 に 忠実であ っ た 。

表 2 瓢池園 の陶画工 た ち

明 治 9 年 明 治 10年 明 治 14年 明 治22年 明 治23年 明 治33年

島 内真 山

小花一楽

泉梅一

佐竹千畝

不破素堂

渡辺瓢宇

小磯鈴女

曽 我徳丸

滝雪峰

加藤可松斎

加藤文治

都永暁 （栄喜）

山 本琴嶺

羽 田 秋香

※典拠は論文末に 列 記 し た 。
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2 . 明 治前期の勧業政策

明 治前期、 政府の美術 工芸に対する政策 を中心になっ て 行っ たのは、 内務省 勧商局 から 大蔵

省商務局 、 そして農商務省へ と引 き継 がれた、 勧業を司 る部局 であっ た。 おもに勧業資金の貸

し付 けや博覧会・共進会の開催 などを通して 美術工芸を勧奨したが、 なかでも内務 省 勧商局 に

設けら れた製品画図掛 は、 工芸品の図案を製作して 製造業者に配布 するという具体的な行政指

導を行っ た。

こ れら の部局 の長 だっ た河 瀬秀治は、 明 治前期の美術行政に指導的役割をはたし、 在任中 は

もとより、 退官後 も民間の美術団 体の会員 として積極的に美術工芸にかかわり続けた。 その民

間の美術団 体とは、 明 治1 2年 ( 1 879 )に河 瀬と美術工芸の勧奨を図る人々 が創 設した竜 池 会で

ある。 こ こ ではその河 瀬秀治と、 彼の美術勧奨政策 における前進基 地だっ た製品画図掛 、 そし

て 竜池 会の動 向を通して 、 東 京の陶画産業を振興させた明 治前期の美術 政策 について 見 て いき

たい 。

( 1 ) 勧商局長河瀬秀治の勧業理念

河 瀬秀治は天 保1 2年 （1 841 )丹後宮津藩士 の子 に生 まれた。 明 治維新後 は武 蔵県知 事 をはじ

め、 小菅、 群 馬 、 熊 谷 などの県知 事県令を務め、 明 治 7 年 （1 874) 1 月に内務 大丞兼 勧業寮権

頭に就任した。 同 9 年 5 月勧商局 が勧業寮 から 独立 すると同時に勧商局長 となり、 さら に大蔵

省商務局 長 （同1 2年 1 月）、 農商務省 商務 局 長 （同1 4年 4 月）と、 商 工勧 業部 門 の中 心にあっ

た。 同1 4年 （1 881 )1 0月農商務省商務 局 長 を辞任し、 以後 は中外商 業新報社 や富 士 製紙 の前身

会社 を設立するなど実業界で活躍した。 同40年 (19 07)に67歳 で没して いる。

河瀬が美術 工芸の勧奨にかかわりを持っ たのは、 大久 保利 通の主導で設けら れた内務 省 の勧

商部門 の責任者になっ て から のこ とである。 内務省 の殖産興業政策 は、 エ部省 が大規 模 な官営

工場 を設置 して 西洋から 産業を移植したのに対し、 従来から の産業の保護育 成 に重点 を置 き、

民間へ の勧業資金の貸 付を活発に行っ た。 大久保内務卿 は同1 1 年 （1 878)初めて の内 国債 を起

こ し、 起 業公債1 25 0万円 を発行するなど、 積極的な勧業方針をとっ たか、 河 瀬 は大久 保 のこ の

方針につね に忠実であっ た。 河 瀬 が提 出した勧業論にも、 大久保ゆず りの積極的な政策姿勢が

表明 されて いる。

民 業ノ精神 体面 共ニ ー変シテ又昔日ノ如クナルヲ 得ス然ラハ則将来唯新 業新エヲ 起シテ物

産ヲ殖シ或ハ 改良ヲ加へ外人ヲ 以テ顧客 卜 為シカ メ テ万国 卜 駆逐スルノ外手段アルコ ト 無

シ而シテ其 事 タ ルヤ現今人民ノー朝ー タ ニシテ能クス可キ ニ 非ス政府暫 ク率先誘 導シテ之
26) 

ヲ補助シ其挙ヲ達セシ メ サ ル可 カ ラス

ま た別 の建言書には、 国家が直接民間業者を勧奨誘 導する必 要性 がこ のように述べ ら れて い

る。
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夫 レ 政術ハ宜シク放任主義ヲ操ル可キナリ 然 レ ト モ凡 ソ 国家ヲ益シ人民ヲ利スルノ事 業ニ

シテ人民私カ ノ能ク及 フ 所二 非 ラ サ ルモ ノハ 唯 政府之ヲ為ス可キ ノ ミ 登 政府之ヲ其任二 非
27) 

ラス ト シテ徒二 人民 ノ為二任セ 以テ其機ヲ誤ラシム 可ケンヤ 政府ハ 当 二 民 業ヲ 保護ス可シ

しかし、 河瀬か 「 勧業ノ目的タ ル固 ヨ リ直接 二 政府ノ金庫ヲ富マスニ在ラスシテ専 ラ 民 業ノ
28) 

収益ヲ 図ルニ 在リ 」 とい うような、 積極財 政による総花的な勧業政策はなかなか成果 があから

ず、 国家財 政が逼迫 するなかで次第 に政策の転換 を余儀 なくされるこ とになった。 大久保利 通

が暗殺されたのち の同12年（1879 ) 1 月、 河瀬 が望んだとおり勧商局は財 政を握る大 蔵省 に移
29) 

管 され、 しばし積 極的な政策を維持したものの、 同 14年（1881) 4 月農商務省 が設立されると、

大 蔵省 商務局はこ こ に移管 されるこ とになった。 河 瀬 は農 商務省 におい ても引 き続き商務局長

の職にあったが、 政府の勧業の方法は直接誘導から間接誘導へと変わ り、 府県 を通じた勧業資

金貸 付も重点 を置 い て配分されるようになるなど、 緊縮財 政への方向転換が著しかった。

やがて同年10月、 河瀬 はい わ ゆる明治14年の政変に巻 き込 まれ、 農商務省 を辞して野に下 る

こ とになった。 大隈重信 の政府追放にともない 、 農商務省 では大隈派 と見 なされて農商務卿河
30) 

野敏鎌 が罷免 されたが、 河瀬 もこ の一派 と誤 解され、 半 ば強制 的に辞職させられたのである。

しかし、 翌年大隈 は河野らと立憲 改進党 を設立するか、 河瀬 がこ れに深くかかわ った形跡 はな

く、 強 固 に積 極財 政を唱 える河 瀬 が省 内 での孤立を深め、 政変に乗じて排除をされたのではな

い だろ うか。 退官後 の河 瀬 は、 美術勧奨の拠点 を竜池 会に移して活動してい くこ ととなった。

(2 )  製品画図掛

明治 9 年 ( 1876)5 月11日、 勧商局が勧業寮から独 立したとき、 局内 には庶務掛兼書 記 ・ 通

商掛 ・ 考案掛 ・ 編纂掛、 そして製品画 図掛の5 掛 が置 かれ、 製品画図掛の業務 は 「海外需 用品
31) 

ノ流行ヲ案シ之力 製品画図ヲ 製シ諸 工芸者ヲ補助誘導スル等 ノ事ヲ担当ス」 るこ とであった。

つ ぎ の河瀬の談話からは、 こ の製品画図掛の業務 の一端 がうかがえる。

当 時私 は、 商務局長 を務めて居 つて、 局の中 に図案係 りを置 い て、 総ての工芸品の図案 を

招 らへました。 勿 論予算 も許しませぬ から、 極小さな定額金の中 で、 納富介二郎、 岸光景 、

山 裔信離、 塩田真などの人が居つて、 日 本的の花瓶の雛形を招 へ、 又蒔絵の下 図を書かせ

たりして居 りました。 （中 略）斯 る状態 で政府の方針 としてはとても成 立つべき見込 もな

く、 僅 かに商務局にて命脈 を維 持せんとする位の事 ではならぬ と考へ 、 夫々 有志者 に図っ

て龍池 会を民間的に組織し、 伯 爵佐野常民君 を会長 に戴 き、 上野不忍池弁天の社内 で毎月

美術品の評論会を遣つて居 りました、 こ の会が追々 成長して今日の日本美術協 会になっ た
32) 

のである。

また、 河瀬 は別 の談話でも同様 のこ とを語ってい る。

私 が博覧会の事務官長 をする前、 内務省 で勧商局長 をしてをりましたが、 其 頃 は前申 す如

＜ 茶縫迄西洋風を用ゆるとい ふ風でしたから、 之れは西洋風の長所を執ると同時に国風の
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美点 を捨て 、 はならぬ と、 局 中に図案課を置 き、 図案をこしらへ て只 で民間に下 付してや

り ました、 其ん な具合 で多少美術家にも顔 を知っ たものかあ り ましたから、 竜 池 会の事 業
33) 

もだん だん はかど つて行きました。

ここで河 瀬 のいう 「 図案係 り 」 「 図案課 」 が、 製品画図掛を指すと思われる。 内務省 は勧業資

金 の貸 付という経済 的な勧奨を主 に行っ たが、 美術工芸に関 してはそれだけでな く 、 自ら図案

を製作して下 付するという、 極めて具体的で微細 な指導まで行っ ていたのである。 勧商局 のほ

かの掛と比べると、 製品画図掛 の業務 内容 は国家が行うこととしては細 かすぎ て、 組織構成上
34) 

のバラ ンスを欠 いているようにも思われる。 しかし河 瀬 は意見書の中で、 輸出品の色 彩 形状 ま

で指導する必要性 を次 のように述べてお り 、 彼 の積極的かつ直接 的な勧奨方針が製品画図掛 の

設置に つながっ たのだといえよう。

其他諸製造物ノ類二至テハ該 地ノ風俗人情二対シ 驚クヘキ微細 ノ点 二於テ画模様 ノ大小又

品種二依ルカ 色合恰好等其需 用カ ノ障碍ヲナスモ ノ幾 種類 ア ルヲ知ラス若 シ之 レ ヲ 其度二

適セ シ メ 或ハ好尚 二 応シ 売買上 ノ便 利ヲ起サ シ ム ル等 ノー偏 二 従 事スルハ 当時勧奨上為サ
35) 

サ ルヲ 得サ ルノ事 業 ト ス

製品 画図掛 の業績には不詳な点 が多 いが、 海外博覧会や内国勧業博覧会の際には、 掛 の主要

な官吏 だっ た塩田真や納 富介次郎、 岸光景 など が博覧会事務局 出品掛に属し、 出品作品の図案
36) 

を指導したことが、 東 京国立博物館が所蔵する『温知 図 録』 によっ て判明している。 『温知 図 録』

図 6 r温知図録」 所収の瓢池園図案
東京国立博物館所蔵

は明治 9 年 (1876)のフ ィ ラ デルフ ィ ア 万国

博覧会から、 同 18年 （1885)までに製作され

た膨 大な図案 を集めたものである。 「 東 京絵

付」 の製造者たち がこの図案 指導を受 けたこ

とは、 『温知 図 録』 にく 図 6 >のような瓢池 園

に係 わる図案 が残されていることでもわかる。

また文献 の上では、 瓢池園 がフ ィ ラ デルフ ィ

ア 万博に出品した作品の中に、 納 富介次郎の

図案による 「浦島子竜宮城二赴クノ図」 の花

瓶 があっ たことが博覧会報告書に記 されてい
37) 

る。 さらに、 同 10年 （1877)の第 1 回 内国 勧

業博覧会には、 画図あるいは参考現品を出品

掛 から借 り ていたことが、 東 京府 勧業課の文
38) 

書から確認 できる。

製 品 画 図掛 は内務 省 勧商 局 か ら 同 12年

(1879 ) 1 月に大蔵省商務局へ、 さらにその

業務 が同 14年 4 月には農商務省 博物局 芸術課
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へ と移管 され、 同18年 （1885) に廃止 された。 廃 止 の理由 は未だ不詳だが、 竜池 会の会員 にと

っ ては唐突 で意外な措置 であっ たこ とが、 つぎ の前田健次郎の講演 からも わかる。

博物局 中 二 製品画図掛 卜 云ヘ ル一部ヲ 設ケ 製造家ヨ リ 其原 図下 絵等 ノ下 附ヲ 出願スレバ画

工ヲシテ考案ヲ廻 ラシ其下絵ヲ 作 リ テ下 附 セ ラ レシガ近日其掛 リ ヲ廃 セ ラ レ テ此 事止 ミ タ

リ ト カ 聞キス其廃セ ラ レ シハ何等 ノ御 趣意 二 出ルカ 我輩ノ知 ル所ニ アラ ザレ トモ画エノ職
39) 

務ヲ拡充シ製造家ノ意 匠ヲ賛助シ製品ヲシテ完美ナラシム ルニハ此方法無 カ ル可 ラ ズ

こ の直後、 竜池会では中 断 してい た工芸図案 品評 会の再開 を決議し、 同20年 (1887) 3 月か
40) 

ら毎月開 催するようになっ た。 こ れには製品画図掛の廃 止 が原 因 してい るのではない かと推察

される。

(3 )  竜池会の発会 と 目 的

日本初 の美術団 体である竜 池 会は、 河 瀬秀治配下 の技術系官僚たち 、 特に製品画 図掛 におい

て図案製作などの美術勧奨業務 を実際に行っ てい た人々 が始めたとい っ てよい 。 彼らは竜 池 会

を正式 に旗揚げする 1 年 前の明治11年 （1878) から、 内務省 を退職して江戸川製陶所を設立し

たばかりの塩田真の家に集 ま り、 月 1 回研究 会を催してい た。 こ れが竜池 会に発展したのであ

る。 『 日本美術協 会年表』 （昭 和 3 年 ）によれば、 そのメンバー は下記のような人々 であっ た。

明治十一 年 我邦 美術工芸ノ衰類ヲ憂 ヒ、 之ヲ挽 回 振興セント欲スル人士 、 河 瀬秀治、 山

高信離、 塩田真、 山 本五郎、 納富介次郎、 岸光景 、 松尾儀助 、 若井兼三郎、 大森惟 中 等 ノ

諸 氏 、 此 年 某 月、 塩田 真氏 ノ家二 会シ、 爾後毎月一 回 、 美術ノ品評 会ヲ 開 カンコ ト ヲ約 セ
41) 

シモ ノ、 是 レ 本会ノ創 始ナ リ 。
42) 

ま た、 後 の日本美術協 会副 会頭 の平山 成信 旧 蔵と伝 え られる「 日本美術協 会沿革史 稿本」（東

京国立文化財研究 所所蔵）には、 筆 者が塩田 真から直接聞 い たとい う、 多少顔ぶ れが異なる研

究 会発 会につい ての記述がある。

明治十一戊寅 年 十二 月□ 日 平山 英三氏□ 国ヨ リ 帰朝シ際塩田 真氏宅二 開ク

三 十五 年 四 月九 日 塩田氏二親聞ス

相会スル者八 名 平山 英三 山 高信離 若井兼三郎 大森惟 中 石原豊貫 塩田 真 浅見

忠雅
43) 

十一 年 九 月八 日 美術研究 会ヲ 自宅二 設立ス 塩田真氏 ノ履歴書ニ ア リ

どち ら も 塩田宅 での研 究 会が竜 池 会創 設の発端 になっ た こ とを伝 え ており、 ま た同13年

(1880) 6 月に発 行された 『 工芸叢談』 とい う竜 池 会機関誌の編輯•発行と も に塩田 だっ たこ

とからも 、 彼 が研究 会の中心的存在であっ たこ とは間違い ない 。

塩田 真は、 天 保 8 年 (1837) 対馬藩 医塩田揚庵の長男 として江戸で生 ま れた。 名を良三と も

い っ た。 ウ ィ ーン万国博覧会が開 かれた明治 6 年 (1873) にはエ部省 に出仕 してい たが、 現地

に派遣 されて展示 品の陳列 と販 売にあたり、 審査官を務めた。 帰 国後 は内務省 に移 っ て同 8 年
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4 月 勧業寮六等出仕 と な り 、 同 9 年の フ ィ ラ デル フ ィ ア 万博で も 事務官 と し て 米国へ渡 っ た 。

同 10年 1 月 内務省勧農局御用掛 （奏任） に 任ぜ ら れた が、 行政機構改革 でエ部省 に 移 さ れて い

た 伝 習 事業が廃止 さ れ る と 、 納富介次郎 と と も に 小石川 区新小川 町 2 丁 目 10番地 （現在の新宿

区新小川 町 6 番） に 江戸 川 製陶所 を 開設 し て所長 と な っ た 。 同所は伝習事業の継続 を 目 的 と し 、

利潤追求 よ り も 実験や教育 に 力 を 入れて い た の で、 同 14年 （ 1881) に 出 資者の塩 田 の 自 宅が火

災 に 遭 う と 経営困難に 陥 り 、 同 17年閉鎖す る に 至 っ た 。 塩田 は そ の後 も 同 18年の繭糸織物陶漆

器共進会な ど の 審査官 を 務め、 業者の組織化や 製 品 の 改良 に 尽力 し た 。 東京 の 美術工業の指導

に も 熱心で、 同 18年東京府第一勧工場 内 に 東京工商研究会 を 創 設 し て 副会頭 と な り 、 新エ集覧
44) 

会 を 開催 し た 。 同30年 ( 1897) に は 東京美術学校で図案 を 教 え て い る 。 大正 6 年 (1917) 2 月 、

81歳で没 し た 。
45) 

ま た 、 「 日 本美術協会沿革史稿本」 に 登場す る 平 山英三 は 塩 田 真の実弟 で あ る 。 平 山英三は安

政 2 年 (1855) 塩 田 揚庵の 四 男 と し て 生 ま れ、 平 山省斎の養子 と な っ た 。 養家の平 山家 に お い

て は 平 山 成信 の 弟 であ る 。 明 治 5 年 （ 1872) 外務省 出仕、 翌 6 年 に は ウ ィ ー ン 万博へ英語通訳

と し て 遣わ さ れ た 。 応用 美術 を 習得す る た め に 同年 8 月 か ら ド イ ツの シ ュ ツ ッ ト ガル ト の工業

学校に 入学。 さ ら に ウ ィ ー ン 美術工業博物館附属の 美術工業学校に お い て 同 11年 (1878) 4 月
46) 

ま で学 ん だ。 退校後は 当 時開催 中 のパ リ 万国博覧会へ 出 張 し 、 同年12 月 に 帰国。 4 年半の留学

期間 は ウ ィ ー ン 万博の伝習生 と し て は 異例 の長 さ だ っ た 。 帰国後は 前述の 内務省勧商局製 品 画

図掛に 勤め、 同掛が廃止 に な っ て か ら は 宮 内庁博物局 に 移 っ た 。 同21年 ( 1888) 意 匠条例が施

行 さ れ る と 農商務省特許局へ入 り 、 審査官 と な っ た 。 以後大正 3 年 (1914) に 没す る ま で意 匠

審査の 仕事に 携わ っ た 。 明 治30年 （ 1897) か ら 同41年 ま で東京高等工業学校工業図案科に 出 講

す る な ど、 工業デザ イ ン 教育 に も 尽力 し た 。

「 日 本美術協会沿革史稿本」 の 記述 は 、 明 治 1 1年12 月 に は 日 本 に い な い は ず の石原豊貰 （ 内
47) 

務省勧商局ー等属） が メ ン バー に 記 さ れ て い る な ど 多少不確実 な と こ ろ があ る も の の 、 塩 田 真

宅 での研究会は 彼の実弟英三が ウ ィ ー ン 留学 を 終 え て 帰朝 し た の を期 に 始め ら れた こ と を 物語

っ て い て興味深い 。

先 の 2 つ の 記述 に 登場す る ほ か の 人々 も 、 み な 内務省勧商局 の 官吏や こ の部局 に 近 し い 人物

で あ る 。 山 高信離は 当 時 内務省御用掛 （准奏任） で、 主 に博覧会事務 を 行 っ て い た 博覧会の ス

ペ シ ャ リ ス ト 。 山本五郎は 内務省勧商局 勤務 で河瀬の部下であ る 。 納富介次郎 は 前年 に エ部省

を 辞め 、 塩 田 真 と 江戸 川 製陶所 を 設立 し て い る 。 岸光景は 内務省勧商局 製 品画図掛九等出仕の

技術系官僚。 松尾儀助 と 若井兼三郎 は 美術工芸 品 の製造輸出 の た め に 設立 さ れ た 国策会社、 起

立工商会社の経営者であ る 。 大森惟中 は 内務省勧業大属 を 経て 、 当 時 内務省往復課二等属、 博

覧会事業 を 中 心 に 仕事 を し た 官僚であ る 。 浅見忠雅は 当 時 内務省勧業寮十等 出仕 で、 塩 田 真の

著書 『Japanese Pottery』 ( 1880年、 サ ウ ス ケ ン ジ ン ト ン 博物館刊） の英訳者、 の ち に 佐野常民

の養子 と な っ て佐野常樹 と 改名 し た 。 こ の う ち ウ ィ ー ン 万博 を 経験 し た 者 は 、 塩 田 真や 平 山 英
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48) 

三 の は か山 高信離 ・ 納富介次郎 ・ 松尾儀助 ・ 若井兼三郎・浅見忠雅 である。

こ の 美術工芸の 勧奨に 携 わる同志 たち に よる小 さな研究 会は、 翌 年 の 明治12 年 (1 879) 3 月、

ウ ィ ーン万博で副総裁を務めて美術工芸に 関心の 強 かっ た佐野常民 を会頭 に 、 竜池 会として本

格的 な活動 を開始した。 上記の 人々 に 加 え、 平山 英三の兄の平山 成信や瓢池園 の 河 原 徳 立もこ

の発会 に 参加 している。 竜 池 会という 名称 は、 創 設の 会合 を不忍池弁天の天竜山 生池院で行っ

たこ とに 由来している。 同 1 3年 に は河 瀬秀治が副 会頭 となっ て実務 を取 りしきるこ とに なっ た。

河 瀬 か 「斯る状態 で政府の 方針としてはとても成 立つべき見込 もなく、 僅 かに 商務局に て命脈
49) 

を維持 せんとする位の 事ではならぬ と考へ、 夫々 有志者に 図つて龍池会を民間的 に 組織し」 と

製品 画図掛の 業務 と竜池会の 活動 を一 体として語るよう に 、 竜 池 会は内務省 勧商局の いわば外

郭 団体として創 設された。 それゆえに 、 前述した図案 品評会の再開と同様、 内務省 が始めた観

古 美術会の 開催事 業を肩 代わりしたり、 講演 会や機関誌を通じて海外の 美術事情や 美術工業論
50) 

を紹 介するなど、 竜池会は政府 に よる美術勧奨政策の 欠 を補 い、 啓蒙 と誘 導に 努めたの である。

竜池 会は官僚や 美術家、 実業家などを広範に 取り込みながら、 発 会の 明治1 2 年 当時は会員 19

名だ っ たもの が、 翌 年 に は2 8名、 さらに 同 15年 62 名、 同1 6年 1 69 名となり、 同 17 年 に は359 名の

会員 を 抱 えるに 至 っ た。 さらに 同2 0年 (1 887) 1 2 月、 日本美術協 会と改称 し、 勧業官僚たち の

研究会という 当初の性格をはるかに 超 えた、 包括的な美術団 体へと発展していっ た。 しかし、

少 な 〈 とも明治前期の 、 明治2 0年 代に 文部省 に よる美術行政が本格 化するまでに おいては、 竜

池 会の活動 は完全に 政府の 勧業政策の一環として進められたの である。

3 . 応用 美術論 に よ る 美術政策

前章で述べ た勧業官僚や竜池 会の 会員 たち は、 例えば河 瀬秀治が竜 池 会創 設の 目的 を 「 美術
51) 

上に 属 する工芸を改進し以 て富 国の 資源たらしめんと欲す」 と述べるよ う に 、 美術工芸に よっ

て日本を富 強 しよう とする、 一 種の 美術立国構想 を持っ ていた。 彼 らがこ の よう な構想 を抱 く

に 至 っ たの は、 欧米での ジ ャ ポ ニ ズム の 興隆に より、 日本の 美術工芸 が世界で通用する手応え

を得 て いたからであ る。 明治 6 年 (1 87 3) の ウ ィ ーン万国博覧会に おいて直接 それを体験 して

以来、 彼らは美術工芸の 品質向上や 工業化の ために 、 フ ランスや イ ギリスを規範として、 西洋

の 美術理論や制度 、 技術や 施設 などの移植を試 みてい っ た。

こ の 政府に よる美術勧奨政策の 理念 となっ たの は、 当時イ ギリスを中心に 盛んだっ た、 美術

を工業製品に 応用するという 、 応用美術の 理論であっ た。 応用美術の 考え方は産業革命 ととも

に お こ り、 機械に よる粗悪 な工業製品を改善するために 、 美術を応用しよう としたもの である。

1 851年の ロンドン万国博覧会で露呈 した工業製品 の 美的 な難点 を、 イ ギリスは工業と美術との

関係 を 深めるこ とで改善しよ う とした。 こ の よ う な考え方に 基 づいて、 マ ルボ ローハ ウスの 装

飾製 品 博物館（1 852 年）を母 体とし、 1 857 年 に サ ウスケンジン ト ン博物館が建 設され、 さらに
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こ こに美術訓 練学校が併設されて実践的な教育が行 われた。 1862年の ロ ンド ン万博においては

その効果かあらわれ、 イギリス製品は他国に著しい進歩を示す ことになった。 ヨ ー ロ ッ パ各国

は イギリスに倣い、 オ ー ス ト リア は1864年オ ー ス ト リア 美術産業博物館をウィ ー ンに設立し、

1867年に は 工芸美術学校を併設した。 ドイツ で は 、 ベルリ ンに は 美術学校附属の産業博物館

(1867 年） 、 ケル ンに産業博物館 （1868年） 、 ハ ン ブル グには 美術工芸博物館を相次いで建設し

た。 ウィ ー ン万国博覧会での調査を終えた佐野常 民が、 日本における博物館のあり方について
52) 

「然シテ 「ケンシ ン ト ン」博物館ノ制最モ切二我国今 日 ノ形勢二適中セリ」という意見を述べ

たのも、 イギリス方式による応用 美術政策の移植を目指したからにほ かならない。

当時の応用 美術論としては、 河瀬秀治 が 『大 日 本美術新報』 誌上に掲載した 「美術概論」 で

欧米各国の美術勧奨について紹介し、 「 応用 美術の大意」で応用 美術の理論を概説 し たほか、 ゴ

ッ ト フリード ・ ワ グネ ルが竜池会で 「美術 ノ 要用」という講演 （ のち 『竜池会報告』 に掲載）
53) 

を行い、 日 本における実践論を詳しく説いている。 また、 平山成信と英三の兄弟は竜池会の機

関誌 『竜池会報告』 に翻 訳 コ ーナーを設け、 ヨ ー ロ ッ パの応用 美術論や美術工業学校の規則な

どを紹介して啓蒙に努めた。 イギリスの応用 美術を指導した建築家の ゴ ッ ト フリー ド ・ ゼ ンパ
ーやドイツの芸術史家のヤ コ ブ ・ フォ ン ・ フ ァ ルケによる美術工業論、 フラ ンスの美術評論家

54) 

ウー ジ ェ ー ヌ ・ ヴェ ロ ンによる仏国応用 美術中央会の沿革などが続々と翻 訳されていった。

日 本で行 われた応用 美術政策の特徴のひとつに、 絵画の工芸への応用を推進した ことがあげ

られる。 そのた めに、 極めて絵画的な装飾を施した工芸、 すなわち瓢池園の 「東京絵付」 のよ

うな作品か多く生み出された。 この頃の工芸意 匠が器体とは 別のものと考えられてい た ことは 、

明治21年(1888) に公布された意匠条例が、 その保護対象を意匠 （模様と色彩） に 限 っ ていた
55) 

ことからもわかる。 このような形態の改良とともに、 当時の美術行政 は 、 国民美術の創出とい

う、新興の近代国家としての課題にも取り 組んでいかねばならなかった。 本章で は 、 絵画の応

用という方法をめ ぐ って、 明治 前期の応用 美術政策か国民美術の創出、 特に 「 日 本画」 と呼ば

れるナシ ョ ナリスティ ッ クな絵画の形成に果たした 役割について述べていく。

( 1 )  絵画の勧奨

応用 美術の向上の た め、 工芸図案の指導、 つ まり応用 美術の実践が政府によって行 われた こ

と は 前述 し たとおりである。 それと同時に、 応用される純粋美術、 特に絵画について の振興も

図られていった。 河瀬秀治 は 応用 美術だけでなく、 純粋美術の勧奨を政府がすすんで行う必要

性を このように語っている。

私 は 美術家と云ふでもなし、 又高尚なる美術を買て楽むと云ふ程の力もないものであるが、

如何にか此の美術工芸品を発達さしたい云ふ 念が絶へぬので、 其美術の首脳なる彫刻絵画

などに主として力を入れた様な訳で。 応用 美術と云ふと大層 範囲が広くなりますのみな ら

ず 、 これは 損益的に発達する事の出来る性質のものでありますが、 単純なる絵画彫刻 は 帝
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室なり、 政府なり十分特種の御奨励を下すつて、 此の絵画彫刻 が陣頭に立てド ンド ン進ん

で往く こ とになったならば、 自然に応用 美術に向つて、 着々実効を奏する こ とにならう、

凡 そ眼目に美を感じさせる種類の も のは総て此の影響を受け指導させられて発達するだら
56) 

う、 奨励の順序から行くと、 如何でも絵画彫刻から奨励して行かねばならぬ。

東京で行われた博覧会や共進会において、 絵画 を 工芸に応用 しようとする考え方が目立つよ

うになるのは、 明治14年 (1881)に開かれた第 2 回内国勧業博覧会からである。 こ の博覧会の

報告書にはいたると こ ろ に応 用 美術論の影響が見られるか、 絵画と工芸の関係については こ の

よ うに述べられている。

夫レ画道ハ美術製品 ノ 元素ニ シテ工業妙技 ノ 精神ナリ金 木 甲 牙彫刻 ノ 図肖 トナリ陶磁髭嵌

製作 ノ 模範トナシ形式紋様尽 ク画法二原因セサルモ ノ 鮮 り

ま た、 報告書には絵画作品の審査で出された代表的な意見が3つあげられているか、 2 番目

の 意見は工芸の装飾原画として適しているかが審査の基準になった こ とを示している。

出画ヲ審評ス）レニ 当リ概見ヲ挙 クルニ 三 ツ ノ 目アリ其ー水墨画 ノ 如ハ専ラ席上 ノ 玩覧二供

シ心目ヲ悦シム ルモ ノ ヲ主トシテ評スルモ ノ 多シ其ニハ設色写生鈎勒没骨等 ノ 特リ坐上 ノ

展観 ノ ミ ナラス陶漆諸器 ノ 布彩二施シ工業美術二必用 ニ シテ碑益アルモ ノ ヲ主トシテ其妍

宙ヲ是非スルアリ其三ハ各家固 有 ノ 家法ニ アラサル洋画 ノ 光線景影水彩伝色ヲ擬シ自家 ノ

古伝ヲ蔑スル者ヲ非論 ス 此 ノ 意ヲ了 シテ流読アラ ン コ ト欲 ：
）

そ の結果、 こ の博覧会で受賞した絵画作品の審査評には、 絵画を工芸の図案として評したも

の が多く見受けられる。 例 えば、 妙技 2 等賞の瀧和亭の 「着色花 丼図」 は 「之レヲ陶漆器彩二

施 ス モ亦艶美ナルモ ノ ナキニ非ス美術器品 ノ 彩益ヲ補スルニ 足リ丹青家中 ノ ー秀手ナルヘシ」

と 、 妙技3等賞の帆山唯念 「嵐山春景 ノ 額」 は 「土佐絵ハ本邦従来 ノ 古画ニシテ古時 ノ 人物 風

俗家屋楼閣等捜古 ノ 種トナリ陶漆器彩二施シ古雅古淳ナル他画二 匹セサルモ ノ アリ」 という批
59) 

評がなされた。 さらに、 妙技3等賞の渡辺省亭の 「過雨秋叢図」 は 「工業器物 彩飾二施ス時ハ

此種 ノ 画濱稗益鮮少ナラス」 、 森川素文、 村瀬玉田、 野村文挙、 森寛斎の作品は「器飾二装スル

モ 一種 ノ 別 趣ヲ有シテ工業上 ノ 要益少シトセス」 、 鈴木 華邦の 「蕉葉群鶏図」 は 「器品 ノ 彩装二
60) 

供 シ 席上 ノ 玩覧トナルモ ノ アラ ン」 と評されている。 こ れらの画家た ち はいずれも花 鳥画 を 得

意 と し、 京都勢はみな 円山四条派の流れをくみ、 さらに渡辺省亭や鈴木 華邦はすでに起立工商

会社の図案家として活躍して いた。

第 2回内国勧業博覧会の翌年、 明治1 5年 (1882)に農商務省によって開催された第1回内国

絵画共進会は、 絵画だけを集めた初の共進会だったが、 こ れも上記のような応用 美術の考え方

に よ る美術政策の一環、 つ ま り応用される純粋美術の勧奨を目的として行われたと、 私は考え

て いる。 共進会の開場式において、 農商務大輔品川弥二郎は こ のように祝詞を述べた。

抑絵画ハ 工芸 ノ 首要ニ シテ美術 ノ 基本タ リ 本邦 美術 ノ 特二万国二 超絶シ海外二 推尊セラ

ル 、 モ ノ ー ニ絵画二由 ラサルハナシ然ルニ 近来画技 ノ 衰フル漸 ク古伝 ノ 精神ヲ失 ヒ 徒二時

- 63 -



小林 純子

流ノ畦践二 趨 ル今ニシテ之ヲ救済セ スンハ我邦 ノ美術遂二廃滅二帰セン ト ス 是 二 於 テ カ 本

会ヲ 開設シ 大二 絵 事 ヲ 振興センコ ト ヲ 図 リ 又 名家ノ古画ヲ併陳シテ観識ヲ 博メ 考案 ヲ 資ケ
61) 

以テ稗補 ス ル所アラシ メン ト 欲 ス

この 「 絵画ハ 工芸ノ首要ニシテ美術ノ基本タ リ 」 とい う一節 に端 的に現われてい る、 糸会画を

基 本とし た応用美術の考え方 こそ、 明治前期の応用美術を特徴 づける大きな要素とい え る だろ

つ 。

( 2 )  絵画 と 工芸技法

日本の工芸には元来、 例えば蒔絵や友禅 など絵画的な意 匠 を施 し たものが多く、 絵画的 であ

ることは日本の工芸の特質でもある。 化学者と し て応用美術論を実践 し たゴッ ト フ リ ー ド ・ ワ

グネ ルが、 「 日本ノ工業多クハ画術ヲ 以テ精神 ト ナス ト 云 フモ失当ノ評ニアラ サ ル」 「エ�及 ヒ

画術ノ関係甚 夕 密ニシプ 」 と指摘す るように、 日本の工芸は古 くから 花鳥 山水や和歌、 �語な

どを題材に し た絵画を器の表面 に飾ってきた。 し かし 明治維新後 は、 西洋から の新 し い 技術に

よって技術上の限界 が取 り 払 われ、 さら に政府による応用美術政策が加 わったために、 ま す ま

す 絵画的な性質が強調 されることになった。 「エ 芸ノ首要ニシテ美術ノ基本」とされた絵画 を装

飾す るための技術、 し かもよ り 本画に近づくことを目標 とし た技術が、 新 たに開発されて い っ

たのである。

ワ グネ ルは明治19年(1886)11月の竜 池 会例会の席上で応用美術に関す る講演 を行った が、

日本の伝統絵画の応用につい てこのように語ってい る。

日本ノ工業ハ昔ノ美術家ノ賜 ヨ リ 成 立ツモ ノ ト ス 日本絵画ノ天性ヤ之二 用フ ル具例ハ 絵具

ヤ 、 意 匠 ノ単ーナルコ ト ヤ 、 手術ノ軽キ コ ト ガ 工業品ノ応用ニハ欧少卜1 ノ画法二於ケ ルヨ リ

容易ナ リ 陶 磁器、 漆器、 金物、 彫刻 物等 ノ絵画及 ヒ形ハ重モ ニ絶妙 美術カ ラ 借 リ 受 ケ タ リ
63) 

工業ノ進歩ハ絶妙 美術ノ進歩 卜 其応用 ト ニ ア リ

彼 は日本の伝統絵画の応用を陶 器で実践 し 、 「 旭 焼」（はじめは吾妻焼）と名付けら れた 釉下

彩陶 器をつく り 出し た＜図 7 >。 同16年(1883) から 研究をはじめ、 同17年には本格的 な製造

段 階 に入 り 、 同18年 に農商務省主催の繭糸織物陶 漆器共進会に参考品とし て出品 し 、 成果を示

し た。 その技法は、 素焼し た素地の上に膠水を塗 り 、 そこヘテレ ピン油 （松根油 ）で溶 い た顔

料で絵付けし 、 低火度で焼い て油分を消散させたのち 、 さら に施釉 し て本焼きし て仕上げ るも

のである。 ひ びの入ら ない 生 地土と釉薬をつくるのに苦労 し たようだが、 テレ ピン油 を用 い た

絵付けはヨ ー ロッパ諸窯、 例えばマ イ セン窯やセー ヴル窯などと同じ技法である。 顔料もドイ

ツ 製の既成 の酸 化金属を使 用 し てお り 、 ワ グネ ルの旭焼は、 技法の上 では基本的に西洋の 陶 芸
64) 

技法の移植であった。

し かし ワ グネ ルにこの技法の導入を思い 立たせたのは、 上記のような日本の伝統絵画の応用

に、 長年にわたって西洋の化学技術を日本の現状 と要求に合 わせて導入し てきた、 応用化 学者
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としての使命を感 じたからには か

ならない。 日本では色絵付は釉薬

の上に施すのが一般 的だったが、

ワ グネ ルが旭 焼で提示した技法は、

絹紙上の日本画が陶器で忠実に実

現できる技法であった。 この釉下

彩 の技 法はワ グネ ルの協 力 者 だっ

た加藤友太郎（友玉園 ）に引 き継

がれたが、 旭 焼自体は研究 が主 目

的だったために商 品 化されず、 後

の日本の陶芸の主流になることは

なかった。 とはいえ、 ワ グネ ルの

「 日 本画」 を ま と う 工芸

旭 焼は、 日本の伝統絵画を応用す 図 7 色絵桧扇図皿 ゴ ッ ト フ リ ー ド ・ ワ グネル 東京国立博物館所蔵

る方法として、 当時の応用美術にひ とつの可能性 と方向性 とを示したことは疑 いない。

日本の伝統絵画で器を飾るために開発 された他 の技法として、 涛川惣助 の 「無線七宝 」 があ

げられよう。 明治12年 (1879 ) 3 月、 涛川 は省線七宝に成功 したが、 名古屋 の七宝会社 はこの

新技術への投 資 を決め、 翌 13年 4 月に東京工場を設立して運営を彼に任 せた。 同14年 の第 2 回
65) 

内国勧業 博覧会には省線七宝 および無線七宝 の作品を製 作し、 七宝 会社 から出品した。 涛川の

新しい技法は 「古人ノ夢見セサ ルモ ノヲ視ルニ装 レ リ此創妙ノ奇巧 ヲ 尚 数層 ノ考案ヲ尽シ燦 美

ヲ現シ螢朗無線ノ画光発シ光輝ヲ海外二照 ラスノ瞥誉近キ ニ アルハ疑ヲ容 レ サ ルモ ノナリ 」 と
66) 67) 

絶賛 を受 け、 名誉賞牌 を受賞した。 特にまった ＜ 嵌線の無 い 「桜花春 月栖鵜 ノ額面 」 は 「 螢然

破璃 中 二 真成 ノ描 画ヲ観スルノ想アリ 」、 また 「春 花秋葉ノニ 花瓶」 は 「布 彩配色純然タ ル画致
68) 

ヲ現ハシ尋常摸様画ノ比ニアラス」 と評されたように、 絵画を強 く指向した作品であった。

本来 の七宝技法は金属線によって釉薬同士 の混融を避 け、 鮮 明な色彩 と複雑 な文様を表現し

てきた。 しかし涛川 は線 を用いないことによる混融 を、 逆に日本の伝統絵画を表現するのに利

用することに成功 した。 無線七宝 は金属線をまっ たく用いないため、 施釉 に高い技術を要する

が、 まるで絹 紙 に描 いたようなぼかしの効果を生む ことになった＜図 8 >。

さらに 染織においては、 友禅 が極めて絵画的な作品を多く生み出している。 明治 8 年(1875 )

に京都府設立の染殿でウ ィ ーン万国博覧会の伝習 生中村喜一郎が合 成染料を伝えてから、 これ

を糊 に混ぜて型染 する 「 写し友禅」 が開発 されるなど、 友禅染 の技術向上は著しかった。 媒染

剤 がいらず、 色彩 か豊富で鮮 明な合 成染料 の導入は、 友禅 の特徴である絵画的な意 匠 をよ り 充

実させることになった。

もともと京都の染織界 は画壇 と密接 な関係 にあ り 、 西村総左衛門は本画の仕 事が無く困窮し

ている画家に下絵を依頼し、 友禅 の新境地を拓 いた。 本画を友禅 の図案 にした事情などを、 西
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図 8 七宝富嶽図額 涛 川 惣助 東 京 国 立博物館所蔵

図 9 四 季草花図友禅染屏風 西村治兵衛 東京国立博物館所蔵

村 は こ の よ う に 語 っ て い る 。

一 方 に は 夫 を お気 の毒 と 思 ひ ま す と 同 時 に 、 一方 に は 其画家の筆 を かつ て 、 友仙 の 図様 を

一新 し よ う と 存 じ ま し た 。 （ 中 略） 其竹堂翁 を 「 シ ン 」 と し 、 望 月 玉泉、 今尾景年、 其他歴々

の 画家 を 招請て、 本画で下画 を 描 て 貰 ひ 、 ま た職工に も 画 を 習 はせ ま し た 。 そ れで友仙 も

従来定 り き つ て あ っ た 拙劣 い 図様 を 一 洗 し て 、 本画其 ま 、 を 染 出 し た も の で ム い ま す か ら 、

成程千総の 友仙 は特別 に よ い 、 友仙 は あ れ で な け ればな ら ん と 、 追々 他家で も 模倣 を す る
69) 

よ う に な り 、 遂に 友仙が残 ら ず本画に な り ま し た 。
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70) 

西村の友禅染 は同 10年 （1877)の第 1 回 内 国勧業博覧会で竜紋賞牌 を受賞 するなど、 内外の

博覧会においてつね に 高い評価を得た。 ＜図 9 >は同 じ京都の西村治兵衛の作品だが、 花鳥 画を

そのまま友禅 の技法で表現し、 当時の染織と絵画との深 い関係 を示 している。

(3 )  応用 美術政策 と 国民美術の創 出

明治前期の応用美術政策は輸出用の美術工芸品を施策の対象 とし、 その輸出額 を増加 させる

こ とに勧業官僚たち は力 を尽くしてきた。 しかし、 貿易統計 を見 る限 り、 彼 らの政策は成功し

たとはいいがたい。 ＜表 4 >は第 2 回 内 国勧業博覧会が開催された明治14年 ( 1881)の、 主要輸

出品と工芸品の輸出額 を示 したグラ フ である。 主 要輸出品のうち 、 こ こ では生糸 と茶 を選んだ

が、 こ れらに比 べれば美術工芸品の輸出額 は非常 に少ないものだった。 さらにく 表5 >は明治

年間における工芸品の輸出額 の推移 を表したグラ フ だが、 日露戦争（同 37~ 38年 ）の終結後に

大幅 な 増加 をみせるまでは、 輸出額 はほぼ横 ばいの状態 であっ た。 政府や竜池 会の意気込 みに

反して、 工芸品の輸出額 は容易 に増加 しなかったのが分 かる。 にもかかわらず、 勧商局にひ と

つの独立した掛を設けて細 かい指導をするなど、 熱心に美術工芸に対する勧奨をおこ なったの

は、 経済 的な理由 以外に何らかの必要性 があったからではなかろうか。

ゴッ ト フ リ ー ド・ ワ グネ ルは同 19 年 （1886)11月に竜 池 会会員 に対して行った演説で、 「 日本

ノ美術ハ他国ノ美術工業二 関係ヲ及 ボシ タ リ是 レ 即 チ 今日迄日本ガ外国二対シテ勢カ ヲ 得タ ル
71)  

只 一個 ノ方便ナリ 」 と述べ、 日本が欧米列強 に伍せるものは美術をおいては かにないこ とを指

摘した。 万国博覧会などを通して日本の美術が紹介 されると、 欧米では日本美術のモ チ ー フ を

用いた美術工業製品が盛ん につくられるようになった。 ワ グネ ルは明治新 政府が初めて参加 し

たウ ィ ー ン 万国博覧会で顧 問役を務めたが、 自らか推し進めた伝統工芸品を主な出品物にする

という戦略が成功し、 それが熱狂 的なジ ャ ポニ ズム のうね りとなっていったのを目撃している。

さらにワ グ ネ ルは国際社 会における美術の効 用が、 商 業上 にとどまらず、 政治・外交上にまで

生糸

緑茶

漆器

金属器

陶磁器

表 4 主要輸 出 品 と 工 芸 品 の 輸 出 額 （明治 1 4年）

0 2000 4000 6000 8000 1 0000 1 2000 

千 円
＊ 数値は 『 日 本貿易精覧』 東洋経済新報社 (1935年） に よ る
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千 円

8000 

7000 

6000 

5000 

4000 

3000 

2000 

1 000 

゜

5 1 0 1 5  20 25 30 35 40 

年／明治

＊ 数値 ： 『 日 本貿 易精覧』 東洋経済新報社 （1935年）

『 日 本長期統計総覧』 日 本統計協会 ( 1988年）

及んでいる ことをつぎのように説 〈 。

国二美術ガ盛 ンナレバ他国 ヨ リ尊敬ヲ受ケ且 ツ 美術品或ハ工業品ノ上二誉ヲ得ルデアリマ

シ ョ ー 故二美術ハ他国 卜 交際スルニ政事並二商業上二直接ノ影響ヲ持チ マス国ニシテ理学

又ハ 美術上二発明力無キモノハ他国 ヨ リ尊敬又信用ヲ受ル コ トハデキマスマイ各 国 交際上

相互ノ位置二関シテ美術ノ最モ緊要ナル コ トハ 欧羅 巴ノ何国デモ許ス コ トデアリマス（ 中

略）故二絶 エズ国ノ美術二就テ注意シ之ヲ奨励スルハ今 日 日 本ノ富ヲ増ス コ トヤ外国
‘
二対

72) 

シテ誉 卜 位置ヲ持 ツ 事二甚 ダ緊要デアリマシ ョ ー

ウィ ー ン万博副総裁だった佐野常 民も、 基本的に ワ グ ネ ルと同様の美術観を持っていた こと

が、 竜池会及び 日 本美術協会の会頭として行った演説に表れている。 ワ グ ネ ルの演説のひと月

前、 同19年1 0月に竜池会例会で行った演説の中で、 佐野は 「今 日 本邦ノ政度法律陸海軍ノ兵式

武器及 ヒ 医術教育等ハ 凡ヲ外国二則ル故二是等ハ悉皆彼ノ下位二立タサルヲ得ス彼 卜 対立スル
73) 

ヲ得ルハ独リ美術アルノ ミ 」と述べ、 美術 こ そ諸外国に対等の立場を保てるものであると人々

に説いた。 さ ら に同22年 (1889) に行われた演説で、 佐野は美術を経済だけでなく国家の価値

そのものを高めるものとして位置づけている。

国ノ品位（ 人ノ人格品位 卜 同ジ モノデ） ソ レ ト国ノ経済 卜 云フ此ノニ ッノ物 ハドウシテモ
（ マ マ ）

此ノ美術二関係スルモノデアル美術ハ 国ノ文明二進 ン ダ兆候デアルソ ゴデ美術ノ開ケタノ
74) 

ハ文明ガ進 ンデ居ル証拠ダカラ国ノ品位ガ高 クナルノデ有ル

また、 同じ年の別の演説で 「美術ハ 開化ノ結果ニシテ美術ノ盛ナルハ取リモ直サズ国家ノ文
75) 

明ヲ表スルモノナ レ バ其盛ナル国ハ他邦ノ尊敬称賛ヲ受 クルハ 争フ可カラサルノ事実ナリ」 と、

外国か ら の尊敬を得るために美術を輿隆させる必要性を説いた。

この時期、 日 本の政 治 と外交における最大の課題は、 とりもなおさず江戸末期に欧米諸 国と
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の間に 結 ばれた不平等条約 の改正 であっ た。 同15年 （1882)条約 改正 に 向 け た予備 会議が始め

られ、 同 19 年 (1886)に は第 1 回 の条約 改正 会議 か行われた。 同 時に 改正の動 きを助 け るため

に 、 鹿 鳴 館に 象徴 される、 いわゆる欧化主義 政策が繰 り広げられ、 あの悪名 高き伊藤博文邸 で

の仮 装舞踏 会は同20年 4 月であっ た。 同年 7 月に 会議 は無 期延期となっ て交渉 は失敗に 終わり、
あ か し

その後 も政府は条約 改正へ の不断 の努力 を続け ていくことに なっ たが、 美術が文明 国の証、 文

化のバ ロ メ ー タ ー として重要視 されたのは、 このような状況下 に あっ てのことである。 ワ グネ

ルや佐野が言うように 、 近代国家としての道 を歩 みはじめたばかりの日本に とっ て、 欧米から
76) 

「 日本ハ美術国ナリ」 と評価される美術こそ、 唯一世界に 誇ることのできるものであっ た。 特

に 万国博覧会のような、 世界中の物産を一 堂に 集めて国家の力 を競 う場に おいて、 国家の文化

水準 を示 すものは、 文学や音楽などではなく、 実体を持つ美術作品以外に はなかっ ただろう。

政府が美術勧 奨に 大きなエ ネ ルギー を注 いだのは、 美術をもっ て日本が独 立国家として認めら

れ、 列 強 と対等 の立場に 立とうとせんがためだっ たのである。

それゆえに どうしても、 独 立した国家としての美術、 つまり日本の国民美術を創 出すること

が必要であっ た。 当時切実に 国民美術を必 要としていたのは、 美術家などではなく、 む しろ外

交 や通商 の現場に おいて西洋列 強 と交渉 に あたる政治家や官僚たち であっ たろう。 すでに 明治

6 年 (1873)のウィ ーン万 国博覧会に おいて、 サ ウスケンジントン博物館長 フ ィ リ ッ プ ・ カン
77) 

リ フ ・ オ ー ウェンから 「 日本ハ日本ノ特色ヲ失ハ ヌ 様注意セ ヨ 」 と忠告されて以来、 政府は常

に 日本美術の固 有性 を追求していっ た。 工芸に 応用される絵画、 つまり工芸品の図案 に は、 日

本の伝統絵画に よることが要求 された。 現在我々 が 「 日本画」 と呼んでいるナシ ョ ナリスティ

ッ クな絵画がこの時 期成 立したのは、 これまで述べてきた応用美術政策が大きく影響 している

のである。 政府は西洋の要素を徹底 的に 排 除し、 さらに 中国の美術との差 異を明確 に すること

に よっ て、 国民絵画を創 出しようと努めた。 同15年 (1882)の第 1 回 内国絵画共進会で西洋画
78) 

の出品を禁止 したことや、 中国画を理想 とする文人画へ の容赦 のない非 難は、 日本の国民 絵画

をつくりだそうとする意図に よるものである。 アー ネス ト ・ フ ェ ノロサ が 「油 絵ハ磨機 ノ頂石
79) 

ニシテ文人画ハ其底石二 等シク真誠 ノ画術其間二介 リ テ連 リ ニ磋砕セ ラ ルカ 如シ」 と、 ひ き臼

の上下石に 喩 えて油 絵と文人画を批判 したのも、 第 1 回 内国絵画共進会の期間中 に 、 竜 池 会が

主 催した講演 会の席上であっ た。 鹿鳴 館でダンスを踊 ることと、 日本の美術を国粋 化してい 〈

こ とは、 一等 国に なるという目的 のもとでは、 十分に 共存 が可能 だっ たのである。

本論で述べてきた勧 業官僚に よる明治前期の美術政策は、 よく 「殖 産興業」 「功利 的」 という

言葉でくくられ、 明治20年 代に 本格 化する文部省 に よる美術政策と対比 させて語られる。 しか

し当時の応用美術政策は、 産業経済 だけ でなく、 国 民美術の創 出、 ひ いては近代日本の文化形

成 に 深くかかわっ ていた。 それはまさに 、 経済 政策であると同時に 、 文化政策でもあっ たので

ある。
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末筆 な が ら 、 東京国立博物館所蔵 『温知 図録』 の調査 に あ た っ て は 同館資料部 の横溝廣子氏

の ご協 力 を 得 た こ と 、 塩 田 真 ・ 平 山 英三 の 履歴 に つ い て は 塩 田 の孫娘の土岐 さ か 江 氏 に ご教示

を 受け た こ と を こ こ に 記 し 、 心か ら 御礼 を 申 し 上げ る 。

［註］
1 ) 大 日 本窯業協会 『 日 本近世窯業史 第 3 編 陶磁器工業』 、 1923年。

2 ) 前 田 愛 『前 田 愛著作集』 第 3 巻、 筑摩書房、 1989年。

3 ) 農商務省工務局 『府県陶器沿革陶工伝統誌』 、 1886年。

4 ) 竹本要斎 「本邦石膏模型 ノ 濫腸」 （ 田 中 芳 男 ・ 平 山 成信 『 i奥 国博覧会参同 紀要』 1897年） 。

5 ) 内 国勧業博覧会事務局 『 明 治十年 内 国勧業博覧会賞牌褒状授与人名録』。

6 ) 東 京府勧業課 『 東京名エ鑑 坤之巻』 、 1879年。

7 ) 前掲 『 明 治十年 内 国勧業博覧会賞牌褒状授与人名録』 、 内 国勧業博覧会事務局 『 第二 回 内 国勧業博

覧会褒状授与人名 表』 上 ・ 下、 1881年。

8 ) 前掲 『澳 国博覧会参同紀要』 。

9 ) 博覧会事務局 附属磁器製造所の概要 と 陶画工に つ い て は 下記の文献 を 参照 し た 。

服部杏圃 「 陶器画真着色発明 後応用 ノ 経歴」 （前掲 『 澳 国博覧会参同紀要』 ） • 河原徳立 「錦様磁器

製造所瓢 池 園之沿革」 （ 同 上） ・ 塩 田 力 蔵 「故河原徳立氏略伝」 （ 『大 日 本窯業協会雑誌』 第23集 第

267号、 1914年 11 月 ） • 前掲 『府県 陶器沿革陶工伝統誌』 • 前掲 『東京名 エ鑑 坤之巻』

10) 前掲服部 杏 圃 「 陶器画真着色発明 後応用 ノ 経歴」 。

11 ) 横溝廣子 「研究資料 ウ ィ ー ン 万 国博覧会 出 品 目 録草稿 （ 美術工芸編） （二） 」 （ 『 美術研究』 第 358

局、 1993年12 月 ） よ り 抽 出 し た 。

12) 前掲服部 杏 圃 「 陶器画真着色発明後応用 ノ 経歴」。

13) 前掲河原徳立 「錦様磁器製造所瓢池園之沿革」。

14) 元澳国博覧会事務局 『澳国博覧会賞状及賞牌領与表』 、 1875年。

15) 前掲河原徳立 「錦様磁器製造所瓢池 園之沿革」 、 前掲塩 田 力 蔵 「故河原徳立氏略伝」。

16) 米 国博覧会事務局 『米国博覧会報告書 日 本 出 品 目 録 第 二』 (1877年） お よ び東京府勧業課 『 東

京 名 エ鑑』 ( 1879年） に よ れば、 起立工商会社 の絵付工場の 陶画工は 、 服部杏 圃 、 雲 圃 、 梅圃、 杏

埠、 鳩 圃 、 如真、 仙 圃 、 翁松、 桃圃、 松本芳延 であ っ た 。

17) 前掲 『米国博覧会報告書 日 本 出 品 目 録 第 二』 同 『 第三』 、 1877年。

18) 「該社ハ去年 己二浅草 ノ 陶画場 ヲ 閉鎖 シ 全 ク 廃業セ シ 」 （ 前掲 『米国博覧会報告書 日 本 出 品部 第

三』 ） 。

19) 前掲 『府 県 陶器沿革陶工伝統誌』 。

20) 前掲塩 田 力 蔵 「故河原徳立氏略伝」。

21)  『 日 本陶器70年史』 日 本陶器株式会社、 1974年。

22) 『聖路易 万 国博覧会本邦参同事業報告 第二編』 農商務省、 1905年、 「 臨時博覧会録事 聖路易 万

国博覧会本邦 出 品者受賞人 名 」 『官報』 第6422号、 1904年1 1 月 25 日 。

23) 前掲 『 日 本陶 器70年 史』 。

24) 前掲河原徳立 「錦様磁器製造所瓢池 園之沿革」。

25) 塩 田 真 「 美術家美術工業家 ノ 注意 ヲ 促 ス 」 『竜 池会報告』 第 27号、 1887年 8 月 。

26) 河瀬秀治 「勧業論」 明 治1 1年12 月 付 （早稲 田 大学社会科学研究所 『大隈文書』 第 2 巻、 1959年） 。

27) 河瀬秀治 「 財政之儀二 付建言」 明 治12年 7 月 5 日 付 （ 同上） 。

28) 前掲河瀬秀治 「勧業論」 。

29) 御尉貴 「大久保没後体制」 （近代 日 本研究会 『年報 ・ 近代 日 本研究 3 』 山 川 出 版社、 1981年1 1 月 ）
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30) 斎藤一暁 『河瀬秀治先生伝』 （上宮教会、 1941年） に よ れば、 河瀬 自 身が著者に 語 っ た 辞職の事情

は つ ぎ の と お り であ る 。 た だ し 、 文 中 の松方正義 は 大隈重信の 誤 り では な い か 。

松方 （正義） は 仏関西 ル イ ス 十 四世の保護政策 に 倣ふ て 、 官政に よ っ て 民業 を 興 さ う と 考へ て

居 ら れ た が、 伊藤博文は 英国流であ り 、 品 川 （ 弥二郎） は独逸流であ っ た か ら 、 万事が従来の

方針 と 反対で、 実 に 都合の悪 い こ と ばか り 起 る と い ふ有様であ り ま し た 。 た ま た ま 其の 頃農商

議会に 於 て 私 の は か っ た 事が、 品 ） l j （ 当 時農 商務少輔） の 意 に 添は な かっ た の が原 因 と な り 、

政党関係 な ど全 く 無 い私 を 、 品 川 は 改進党 に 煽 し て 居 た 河野敏鎌の 手下か何 ぞの如 く に 思 ひ 、

明 治 十 四 年 の 十 月 二十一 日 に 農商務少書記官鈴木利 享 を 私の所に よ こ し 、 政府の都合に よ り 辞

職 を 願 ひ 出 て も ら ひ 度 い と の 旨 を 通 じ て 来 た の で、 私 は 早速其の翌二十二 日 に 病気の趣 を 以 て 、

内 閣書記官宛 に 辞表 を 進達 し た や う な 訳で し た 。 ［ （ ） 内 は 原註］

31) 大霞会内務省 史編纂委員 会 『 内務省 史』 第 3 巻、 大 霞会 1971年。

32) 河瀬秀治 「美術界の今昔」 （ 『 日 本美術』 第80号、 1905年 10 月 ）

33) 河瀬秀治 「過去 の 美術界」 （ 『書画骨董雑誌』 第41号、 1911年10 月 ）

34) 明 治 9 年 ( 1876) 5 月 1 1 日 当 時、 ほ か の 掛 の 業務分掌 は つ ぎ の と お り （前掲 『 内 務 省 史』 第 3

巻） 。

＜庶務掛兼書記〉 受付 ノ 事務 ヲ 処弁 シ他掛二 関 セ サ ル府県 ノ 稟議 ヲ 調査 シ 臨時細大 ノ 事務 ヲ 担

く通商掛〉

く考案掛〉

く編纂掛〉

当 ス

海外往復及 ヒ 輸出 品 ノ 適不適 ヲ 審案試験 シ 価格 ヲ 較量 シ 之 ヲ 報告誘導 シ テ 内

外通商 ノ 利便 ヲ 得サ シ メ 其業 ヲ 奨励保護 ス ル等一切 ノ 現務 ヲ 担当 シ 兼 ネ テ 諸

会社 ノ 事務 ヲ 処弁 シ 会議所及 ヒ 市場等 ノ 便否 ヲ 審査 シ 商売 品 品 等 ノ 事務 ヲ 担

当 ス

商業二 関 ス ル各種 ノ 法案 ヲ 創 立 シ 兼 テ 翻 訳 ノ 事務 ヲ 担 当 ス

局 中 ノ 簿書 ヲ 類纂及保管 シ 又書冊登写 ノ 事 ヲ 担 当 ス

35) 河瀬秀治 「勧業寮 ノ 海外通商勧商業務 二 関 ス ル意見書」 明 治 9 年10月 20 日 付 （前掲 『大隈文書』

第 2 巻） 。

36) 「 明 治 九年米国費府万国博覧会出 品 製二 当 テ 画 図 ヲ 製 シ 諸工二分与 ス 又工手 自 ラ エ按 ヲ 図 シ 剛正

ヲ 請 フ モ ノ ア リ 事務官 出 品科長塩 田 真専任ス事務官科員 納 富介次郎及岸光景 中 島仰 山 画工岸雪浦

狩野雅信等従事 ス 」 （ 山 高信離 『温知 図録 第 一輯』 序文、 1877年 6 月 ）

37) 前掲 『米国博覧会報告書 日 本 出 品部 第三』 に よ れば納富介次郎の 図案に よ る 瓢池 園 出 品作品

は 次の よ う な 形状 で あ っ た 。

納 富 氏 ノ 画稿 二 出 テ シ モ ノ 即 チ 高サー 尺二寸許 ノ ー瓶ア リ 海辺 ノ 光景 ヲ 描 ケ リ 浦 島 子竜宮城二

赴 ク ノ 図波涛相激 シ テ 水花 四 方 二 飛散 シ 竜蝦蹟 ヲ 揮 テ瓶肩 二 爬 ス 之 ヲ 柄耳 ト ナ ス 章魚 足 ヲ 伸ヘ

テ瓶頂 二 坐著 ス 之 ヲ 蓋鉦 ト ス 其画様形状真二 手エ ノ 熟練 ヲ 知 ルニ 足 レ リ

38) 「第41号 出 品 人 工 貸 与下 ケ物絵図返却之義製図 掛 ヨ リ 通知」 （ 東京府勧業課 「往復書類附事務局

達 明 治 十年博覧会」 1877年 東京都公文書館所蔵）

39) 前 田健次郎 「画工諸君ニ 一 言 ス 」 （ 『竜池会報告』 第 9 号、 1886年 2 月 ）

40) 「本会記事」 （ 『竜 池会報告』 第21号、 1887年 2 月 ）

41)  日 本美術協会 『 日 本 美術協会年表』 、 1928年

42) 平 山 成信 は 安政元年 ( 1854) 幕府右筆組頭竹村久成 の 子 に 生 ま れ、 若年寄平 山 省斎の養子 と な っ

た 。 横浜 で フ ラ ン ス 語 を 学 び、 明 治 6 年 ( 1873) の ウ ィ ー ン 万 国博覧会の と き に 仏語通訳兼書記

と し て渡航 し た （ 当 時 は 成一郎 と 名 の る ） 。 こ の と き 実兄の竹村本五郎は 博覧会事務手伝 と し て 、

ま た 弟 の 平 山 英三 は 英語通訳及 び工作図学伝習生 と し て 共 に 参加 し た 。 ウ ィ ー ン では 主 に 博覧会

事務官で親類の塩 田 真の通訳 を務め た が、 副総裁佐野常民の信任 を 得 て 会期が終了 し て も 滞留 し 、

イ タ リ ア 公使 を 兼ね て い た 佐 野 に 随行 し て ヨ ー ロ ッ パ を 巡 っ た 。 帰国後は外務省 を は じ め大蔵省

な ど に 出仕。 の ち 枢密顧問官。 佐野の創 立 し た 日 本赤十字社の事業 を 継 い で杜長 と な る 。 そ の か
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た わ ら 博覧会事業の リ ー ダー と し て 活躍 し 博覧会倶楽部 を 設立、 会長 に 就任 し た 。 帝展創 設 に 尽

力 す る な ど、 生涯 を 通 じ て 美術行政 に 貢献 し た 。 昭和 4 年 （1929) 9 月 、 74オ で没 し た 。

43) 「 日 本 美術協会沿革史稿本」 （東京国立文化財研究所所蔵） 。 同稿本は 四 冊合本で、 全て 日 本美術協

会 の 罫紙 を 用 い て い る 。 こ の 中 に 「 日 本美術協会原 因 沿革」 と 題 さ れ た 、 協会の起 こ り を 編年体

で箇条書 き し た 章かあ り 、 引 用 は こ の 冒 頭部分。 口 印 は 原本の脱字であ る 。

44) 「辰 ノ ロ 第一勧 工場」 （ 『竜池会報告』 第 10号、 1886年 3 月 ） 、 東京府農商課 「勧工場 綴洩」 ( 1886

年） 及 び 「 回議録 勧工場」 (1887年） 東京都公文書館所蔵。

45) 平 山 英三 に 関す る 先行研究に は 、 緒方康二 「 明治 と デザ イ ン 平 山 英三 を め ぐ っ て 」 （意 匠学会
『 デザ イ ン 理論』 第21号、 1982年11 月 ） が あ る 。

46) 平 山 英三 「 澳 国博覧会図学 ノ 伝習 及爾後 ノ 経歴」 （前掲 『 澳 国博覧会参同紀要』 ） 。

47) 当 時、 石原 は パ リ 万国博覧会事務官 と し て 渡欧 し て い た 。 明 治12年 1 月 7 日 の 『読売新聞』 に よ

れば、 石原が帰朝 し た の は 明 治12年 1 月 5 日 であ る 。

48) 平 山 成信 『 昨夢録』 （ 1925年） に よ れば、 浅見忠雅は 政府が正式 に 派遣 し た 博覧会事務局 員 では な

い が、 ウ ィ ー ン 万博副総裁佐野常民の随行者 と し て 渡航 し て い る 。

49) 前掲河瀬秀治 「 美術界の今昔」

50) 明 治18年 (1885) 10月 の 『改正竜 池会規則』 に よ れば、 竜 池会の行っ た事業 は つ ぎの と お り 。

第 一 新古美術品 ノ 展覧会 ヲ 開設 ス ル コ ト

第二 良 工 ヲ 選 ヒ 新案 ヲ 以 テ 精良 ノ 物品 ヲ 製作セ シ ム ）レ コ ト

第三 美術上二属 ス ル物品書籍等 ヲ 採集整理 シ 美術家 ノ 参考二供ス ル コ ト

第 四 美術上 ノ 論説又ハ現品 二依 リ 会員 互二 其意見 ヲ 交換 シ 得失 ヲ 研究 ス ル コ ト

第五 美術上 ノ 事件 ヲ 収録印行 ス ル コ ト

ま た 明治16年11 月 の 『改正竜池会規則』 で は 、 上記の事業に 「毎年一 回仏国 巴里府二 日 本 美術縦

覧会 ヲ 開設 ス ル コ ト 」 が加 え ら れて い た が、 不振 に よ り 明 治 17年 に 第 2 回 が行わ れ た 後 は 廃止 さ

れ た 。

51) 河瀬秀治 「対問」 （ 『大 日 本美術新報』 第 2 号、 1883年12 月 ）

52) 博覧会事務局 『 澳国博覧会報告書 博覧会部上』 1875年。

53) 河瀬秀治 「 美術概論」 （ 『大 日 本美術新報』 第 1 • 3 号、 1883年 1 1 月 • 84年 1 月 ） 、 「 応用 美術の 大

意」 （ 『大 日 本美術新報』 第20号、 1885年 6 月 ） 。 ワ グネ ル 「 美術 ノ 要用 」 （ 『竜池会報告』 第 19 · 20

号、 1886年12月 • 87年 1 月 ） 。

54) 『竜池会報告』 第 1 ~ 31号 ( 1885年 6 月 ～ 87年12 月 ） に 掲載 さ れ た 翻 訳美術工業論 は 次の と お り 。

く 平 山成信訳＞

仏 国 応用 美術 中 央会 ノ 沿革 ウ ー ジ ェ ー ヌ ・ ヴェ ロ ン Eugene Veron 第 17号

工芸学校及 び博物館組織法案 ア ン ト ナ ン ・ プルー ス ト Antonin Proust 第22 • 23 • 27号

日 本美術 ノ 起源及発達 （米国新聞抄訳） ペ ン ハ ロ ー 第26号

く 平 山 英三 訳 ＞

美術工業 ノ 概論 ヤ コ ブ ・ フ ォ ン ・ フ ァ ルケ Jacob von Falke 第 16 • 1 7  • 2 3  • 26号

カ ン ニ ッ ツ 氏紋様論摘訳 フ ェ リ ッ ク ス ・ カ ー ニ ッ ツ Felix Philipp Kanitz 第19 • 20 • 2 1号

ニ ュ ル ン ベ ル グ府王 国 美術工芸学校規則 第24 • 25号

器物 ノ 説 ゴ ッ ト フ リ ー ド ・ ゼ ン パー Gottfried Semper 第28 • 30 • 31号

澳 国美術工業博物館附属美術工業学校規則 第29号

55) 特許庁意匠課 『 意 匠制度100年の歩み』 、 1989年。 意 匠 条例 の 第 1 条 に は 、 そ の保護対象が 「工業

上 ノ 物品 二 応用 ス ヘ キ 形状模様若 ク ハ 色彩二 係 ル新規 ノ 意 匠」 （ 『官報』 第 1644号、 1888年 1 2 月 20

日 ） と 規定 さ れ て い る 。

56) 前掲河瀬秀治 「 美術界の今昔」 。

57) 福 田 敬業 「 美術概論」 （農商務省博覧会掛 『 明 治 十 四 年 第 二 回 内 国勧業博覧会報告書 第三区』 、
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1881年） 。

58) 前掲 『 明治十四年第二 回 内 国勧業博覧会報告書 第三区』 。

59) 同上。

60) 同上。

61) 農商務省博覧会掛 『 明 治 十五年 内 国絵画共進会事務報告』 、 1882年。

62) ゴ ッ ト フ リ ー ド ・ ワ グネ ル 『 明治十 四年第二 回 内 国勧 業博覧会報告書附録』 農商務省博覧会掛、

1883年。

63) 前掲 ワ グネ ル 「 美術 ノ 要用 」 。

64) 植 田 豊橘 「旭焼」 （ 大 日 本窯業協会 『 日 本近世窯業史 第三編陶磁器工業』 、 1992年） 。

65) 内 国勧業博覧会事務局 『 第三 回 内 国勧業博覧会審査報告 第二部美術』 、 1891年。

66) 前掲 『 明治十四年第二 回 内 国勧業博覧会報告書 第三区』 。

67) 前掲 『 第二回 内 国勧業博覧会褒賞授与人名 表』 。

68) 前掲 『 明 治十四年 第二 回 内 国勧業博覧会報告書 第三 区』 。

69) 黒 田 譲 『名 家歴訪録 上篇』 、 1899年

70) 前掲 『 明治十年 内 国勧 業博覧会賞牌褒状授与人 名 録』 o

71) ワ グネ ル 「美術 ノ 要用 （前号 ノ 続） 」 （ 『竜池会報告』 第20号、 1887年 1 月 ） 。

72) 同上。

73) 『竜池会報告』 第 18号、 1886年11 月 。

74) 「 明治22年12 月 佐野会頭 ノ 演説」 『佐野伯演説集 全』 日 本美術協会、 1911年 8 月 。

75) 明治22年11月 「 美術奨励 ノ 必要」 前掲 『佐野伯演 説集 全』 o

76) 明治19年10 月 17 日 竜 池会例会 に お け る 佐野常 民 の 演 説 （前掲 『竜池会報告』 第 18号） 。

77) 平 山 成信 『昨夢録』 、 1925年。

78) 中 国画 と し て の 文人画批判 に つ い て は 、 拙稿 「近代文人画批判 の構造 奥原晴湖 と 下谷文人 を

通 し て 」 （ 『上原和博士古稀記念美術史論集』 、 同刊行会、 1995年） 。

79) フ ェ ノ ロ サ述 ・ 大森惟 中 筆記 『美術真説』 、 龍池会蔵版、 1882年10 月 ） 。 講演が行わ れ た の は 明 治

15年 (1882) 5 月 14 日 、 上野公 園 の教育博物館観書室 に お い て 。
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